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◇歴史資料館へようこそ
一自分の夢を見つけよう一
中田良平（館長）
めでた＜志望通りに入学した君、電通大へようこ
そ。こと志とは異なって入学した君も同じように歓
迎します。
たまたま校門の前を通りかかったのが縁でも
?
まで、新入生歓迎会な
ると多く
ま
した動
“入れたから入りまし
、自分自身が将
にどのような夢や抱負を抱いて入学して来たの
か、残念ながらあまり明確には聞かせてもらえない
のが実情でした。君自身はどうですか？
しかし、それでもいいのです。“…幸い物理学校
の前を通リ祷ったら生徒募集の広告が出ていたか
ら、何も縁だど思って規則書をもらってすぐ入学の
手続きをしてし支った…’'（夏目漱石『坊ちゃん』
岩波文庫）。この物理学校は現在の東京理科大学の
前身校です。電通大の前を通りかかったのが縁でも
よいのです。
たとえ確固とした信念に基づいて将来を設計して
も、必ずしもその通りになるとは限りません。永い
には予測できない要因が、たくさん関わるから
です。無理して学歴を詐称するなど論外です。
日本が独力で開発した無線電信装置（『日本無線史』第10巻、電波管理委員会、昭和26年） ： 
1895年にマルコーニが無線電信を発明すると、日本海軍はその有用性に着目して、技術導入を試みました。しかしマルコーニ無線電信
会社は特許使用料として百万円を要求したのです。現在の数百億円に相当するでしょう。発展途上にあった当時の日本にとって到底支払
える金額ではありません。
そこで海軍は逓信省（現総務省）と協力、電気試験所（現通信総合研究所）の松代松之助らを中心に日本独自の無線電信装置を開発した
のです。写真は、 1900年に海軍大学校で行われた無線通信の実験の様子です。前列中央が山本権兵衛海軍大臣、左から 2人目が松代松之助。
この後、日本は無線電信装置の改良を重ね、特に軍艦に装備されて、日露戦争の日本海海戦 (1905年）では、信濃丸が発信した“敵艦隊
見ゆ”の通報を長崎県五島列島の福江島に開設された大瀬崎無線電信局が受信したのです。これが日本における無線通信の始まりでした。
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まず夢を見ること
いずれにせよ、電通大に入学したがらには、まず
は“夢”だけは見たいものです。なぜなら君が入学
したのが、情報通信工学、情報工学、電子工学、
子・物質工学、知能機械工学、システム工学あるい
は人間コミュニケーション学のいずれの学科である
にせよ、それぞれの学科の学問と技術の領域は、太
平洋のように広いからなのです。
その広い“知”の海に海図もコンパスもなしで船
出したのでは、東西南北どちらに向けて航海したら
こよいのか、見当がつかないでしょう。実際、船舶や
航空機が大洋を横断する場合にも、海図の上に仮の
目標を定め、そこに到達したことを確認したら、ま
た先の目標を次つぎに定めて航行を続け、最終的な
目的地に到着します。大学での勉強も同じです。
まずは明日に向けて仮の目標を定める、つまり
を見ることです。たとえば、太陽系内を網羅する情報
システム、限りなく光速に近いコンピュータ、
高性能回路素子、まったく新 、伸縮する
筋肉を持ったロボット、不況の時ほど儲かる経営シス
テム、文化の相違を越えた人類共通のコミュニケーシ
ョン手段…の開発、などなどのたぐいでしょうか。た
だし、必ず自分自身で“見る”ことが大切です。
多くの日本人がさまざまな夢を見ました。前ペー
ジの無線電信装置、上のテレビジョン、それに次のエ
サキダイオードなどは、実現されたほんの一部です。
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NHK放送博物館で復元された“イ”の字
（写真：同博物館提供）
日本独自のテレビジョン開発：
欧米につづいて、日本でも浜松高等工業学校（現静岡大学工学
部）の高柳健次郎がほぽ独自にテレビジョンを開発しました。
1926年、高柳式テレビジョンのブラウン管に、図に見るような
“イ”の字が写し出されたのです。
NHKは1940年の東京オリンピックに向けてテレビジョン放送
を開始すべく準備を始め、高柳もこれに参加しました。しかし、
第二次世界大戦の勃発で、日本がオリンピック開催を辞退、テレ
ビジョンも実験放送に終ったのです。
エサキ・ダイオードと普通のダイオードとの比較
発想の転換、エサキ・ダイオード
第二次世界大戦直後の 1947年から翌年にかけて、アメリカのベ
ル研究所でバーディン、ブラッティンそれにショックレーらによっ
てトランジスタが発明されると、電子素子の革命が始まりました。
その半導体素子の特性を向上させるため、人びとは高純度の半
導体を作ることに熱中したのです。
その中でソニー（株）の江崎玲於奈は 1957年、ある種の不純物
を多量に入れた半導体を用いて図に見る通りの負性抵抗特性を呈
するエサキ・ダイオード（トンネル・ダイオード）を開発するこ
とに成功しました。彼がその功績によって 1973年にノーベル物理
学賞を受賞したことは知っての通り。
エサキ・ダイオードはその特性から増幅、発振、スイッチング
素子として幅広く利用されました。
その夢の実現に向けて勉強しよう
最初は夢の実現の可能性などあまり気にする必要
はありません。
大事なことは、なるべく大きな夢を見て、その夢
にしたがって数多くの専門科目の中から、勉強の目
標を次第に絞ることです。その過程で、初めは荒唐
無稽に見えるかもしれない君の夢が、君の成長とと
もに具体化します。そして、空想からしだいに実現
に近づくでしょう。
最後にその夢を、日本のため、世界のため、ある
いは開発途上にある国ぐにの人びとのために、実現
させる方途を考えたいものです。
1918年の前身校創立以来、先生も学生たちも夢を
見つづけてきました。
電通大は君の夢を叶えさせる大学です。次のページ
に電通大で実現された夢のごく一部をお見せします。
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NMR装置：電気通信大学が開学した直後の 1950年、藤原鎮男
と林昭一らが日本で初めて NMR (Nuclear Magnetic Resonance : 
核磁気共鳴）装置を開発しました。 NMR装置は強い磁界の中で物
質の高周波に対する特性が、その物資固有の性質を示すことを応用
した物性の測定装置です。 X線とともに NMRは後に人体内部の断
層写真撮影にも応用されるようになりました。
写真は研究資材の乏しい時期に手作りされた NMR装置用の電
磁石（歴史資料館所蔵）
雪上車誘導ビーコン・アンテナ：南極大陸のブリザード
（強い吹雪）の中で、人間は方向を見失います。そのブリザードの
中を雪上車が一直線となって進めるよう誘導するビーコン・アン
テナを芳野赳夫が1972年に開発しました。また彼は、 1975年の
第17次南極観測越冬隊長として、南極に赴いたのです。
写真は IEEEVehicular! Technology (1973.2)の表紙。
地中探査レーダ：地面の中が見えたら便利！誰でもそう思うで
しょう。鈴木務と荒井郁男は東京電カ・光電製作所との共同研究
で、 1977年から地面の下を検知する「地中レーダ」の開発を始め
ました。現在では地下の埋設物の探査や遺跡の発掘などに幅広く
応用されています。
写真は実験中の地中レーダ。
楽器演奏ロボット：ロボットが2本の足で歩くだけでなく楽器
を演奏する！人類の夢でした。その夢に梶谷誠が挑戦を開始しま
した。 1977年のことでした。その成果は「80周年記念会館」で見
ることができます。
写真は開発中のチェロ演奏ロボット。
太平洋島嶼通信事情調査・研究：広大な太平洋に点在する
島じまは、その人口が希薄なことが原因して電気通信のサービス
提供が行き届いていません。小菅敏夫をリーダとする研究グルー
プは1986年から太平洋の島じまの通信事情を調査し、政府や国際
機関にその改善を働きかけています。
写真は南太平洋大学 (USP:本部フィジー、近隣12の島嶼国
との間で衛星利用の遠隔教育実践）における共同実験の様子。
こうした調査・研究の集積が、たとえば日本・オーストラリ
ア・ニュージーランド 3国協調のODAによって、 2000年に南太
平洋大学の遠隔教育の衛星通信システムを更新する契機となった
のです。
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短波フェージング防止方法：世界的な衛星通信網を不測の事
態にバックアップできるのは古典的な短波通信だけです。電離層
伝搬を利用するその短波通信の悩みの一つがフェージングなので
す。石島巌は1991年に、その短波フェージングを大幅に解消する
画期的な通信方式を開発しました。
写真はJapanTimes (1995.9.27)に紹介されたもの。
君が夢を見つける歴史資料館
君が見る夢は、すなわち“新しい”ことなのです。
残念ながら人間には明日を見通す能力は備わってい
ません。しかし“新しいこと”とは少なくとも、古くな
いことなのです。したがって何が古いのかを知れば、何
が“新しい”のかが、おのずから見えてくるでしょう。
いま新しいと思われているものが、必ずしもそうではあ
りません。その例に歴史資料館で遭遇するでしょう。
何が自分の夢なのか、思い余ったら歴史資料館を
訪ねなさい。この資料館で君は、昨日までを振り返
り、何が古いか、したがって何が新しいかを見いだ
すヒントを見つけるでしょう。先輩である資料館の
スタッフも、君の夢の発見を積極的に手伝いま
その動機が何であれ、君は真に価値ある大学に入
学したのです。あらためて入学おめでとう。
◇新入生のための開館予定(l2 : 00 ~ l 3 : 00) 
前身校「無線電信講習所」に始まった電気通信大 解説は 12時15分から 12時45分の間に行います。
学の歴史を、学科とA/Bコース別に、次の日程に 13時には閉館しますが、希望があれば、それ以降も
したがって解説します。新入生の来館を歓迎します。 開館を続けます。ゆっくりご覧ください。
日"| 紅|--| ｀罪日
-<--4月 5月
19日（月） 情報通信工学科(A) 0001,..._,0070 6日（木） 知能・機械工学科 (A) 001.,.., 0060 
20日（火） 情報通信工学科(A) 0071 ~ 7日（金） 知能・機械工学科 (A) 0061 ~ 
21日（水） 情報工学科(A) 0001,.._,,0070 8日（土） 全学科(B) 任意
22日（木） 情報工学科(A) 0071 ~ 10日（月） システム工学科 (A) 任意
23日（金） 電子工学科(A) 0007,-...,,0070 11日（火） システム工学科 (A) 任意
24日（土） 全学科(B) 任意 12日（水） 人間コミュニケー ション学科(A) 任意
26日（月） 電子工学科(A) 0071 ~ 13日（木） 人間コミュニケー ション学科(A) 任意
27日（火） 量子・物質工学科(A) 0001,....,0060 15日（土） 全学科(B) 任意
28日（水） 量子・物質工学科(A) 0061 ~ 
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